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研究ノート

欧米で拡大する反宗教的組織の現状

                                                                                                            藤井修平

はじめに

　西洋諸国の中でも宗教的と言われてきた米国も、 21 世紀に入ると 「無宗教」 を自認する人が

増加してきている。 2014 年のピュー ・ リサーチ ・ センター （Pew Research Center） の調査によ

ると 「無宗教 unaffiliated」 の米国民の割合は 22.8％に上っており、 7 年前より 6.7 ポイント増加

している。 このような急速な無宗教の拡大の原因の一つとしては、 近年さまざまな面で宗教の影

響力からの脱却を目する 「反宗教的思想」 を掲げる組織の活動が目立ってきていることが考え

られる。 本稿では欧米で進んでいる無宗教化の実態を明らかにするために、 反宗教的思想を

推進する組織の活動状況を、 それらの組織の刊行物と調査により得られた資料から分析する。

　ここで 「反宗教的思想」 として規定するものは、公的領域から宗教を排除しようとする世俗主義、

宗教に対して否定的な姿勢をとる無神論、 結婚や葬儀を非宗教的な儀礼で代替することを試み

るヒューマニズムの 3 種である。 これらの概念は相互に重なり合っており、 完全に異なったもの

として扱うことはできないが、 それぞれ宗教に対する政治的批判、 理論的批判、 実践的批判で

あると理解することができる。 反宗教的思想を推進する組織はこれらの姿勢の 1 つないし複数を

理念として掲げ、 それに基づいて活動している。

　日本国内において、 これまで知られている反宗教的思想はリチャード ・ ドーキンスの 『神は妄

想である』 やクリストファー ・ ヒッチンス、 サミュエル ・ ハリスの著作など、 宗教に対する理論的 ・

哲学的な批判がほとんどであった。 これらは 「新無神論」 と呼ばれ、 それに対する応答である

テリー ・ イーグルトンの 『宗教とは何か』 やアリスター ・ マクグラスらの 『神は妄想か？』 でもこ

うした理論的な無神論のみが検討されており、 無神論が社会において人々が参与する運動とな

るまで広がっているのかどうかは議論がなされてこなかった。 そこで以下では、 反宗教的思想の

実践面に重点を置き、 無神論とヒューマニズムそれぞれの組織の活動内容を明らかにしていき

たい。

1. 無神論の定義

　「無神論」 という語にはさまざまな意味があるが、 『オックスフォード無神論要覧』 では、 「神な

いし神々が存在するという信仰の欠如 （Bullivant 2013: 13）」 と定義されており、 さらに 「神の

存在の否定」 を積極的無神論、 「神の存在の信仰の欠如」 を消極的無神論とする分類もある。

このように理解した場合、 「無神論」 の語が指す対象は、 一般的な日本語におけるそれ、 例え

ば 「神の存在を否定する思想 （広辞苑）」 という意味における無神論よりも広くなることに注意

したい。 すなわち、 「神の存在の否定」 が無神論の必要条件ではないということである。 実際に、

『オックスフォード無神論要覧』 収録の国際社会調査プログラムの結果では、 「私は神を信じな

い」 とした回答者を積極的無神論者、 「私は神がいるかどうかわからず、 それを見出す手段が

あるかもわからない」 とした回答者を消極的無神論者として扱っている （Keysar and Navarro-

Riverra 2013: 554-555）。 また、 以下に述べる無神論組織も、 不可知論者や懐疑論者など 「有

神論者ではない」 ものはすべて包括して無神論の範疇に入れている。 これは、 無神論につい
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ての議論は一部の宗教に否定的な人だけではなく、 「無宗教」 の人も対象にしているということ

である。

2. 「アメリカの無神論者」 の活動内容

　上記のように定義される無神論であるが、米国において無神論を推進する代表的な組織は 「ア

メリカの無神論者 American Atheists」 である。 この組織は公立学校での聖書朗読の強制に反

対したマダリン ・ オヘアによって 1963 年に設立されたもので、 現在でも刊行物の出版やさまざ

まな政治活動を行っている。 以下では 「アメリカの無神論者」 現代表のデビッド ・ シルバーマ

ンが著した 『神と戦う』 を参照し、 この組織の活動について描写する。

　同著によると、 「アメリカの無神論者」 はいくつかの理念に基づき、 その実現のための活動を

行っている。 第一の理念は、 米国憲法修正第 1 条に規定された政教分離の徹底化である。 こ

れは大局的な目標として掲げられているもので、 政府が政治的 ・ 金銭的に宗教を援助しないこ

とや、 政治家が宗教的な発言をしない、 宗教を利用しないといったことを指している （Silverman 

2015: 28）。 こうした目標の達成のために、 政教分離に関する違憲訴訟を起こすことが同組織

の活動内容の一つとなっている。 シルバーマンはスローガンとして 「あらゆる宗教は虚偽であり、

あらゆる信者は犠牲者である （Ibid.: 4）」 という言葉を挙げているが、 これは無神論組織の活

動の対象が個人ではなく、 個々人を束ねる宗教団体や、 それを優遇する政府であることを意味

している。

　そのような訴訟の具体例として、 2011 年の 「アメリカの無神論者対ダンカン」 訴訟では、 ユ

タ州の公共空間に置かれた州兵を記念する十字架が違憲であるという訴えを起こし、 勝訴を勝

ち取った。 またフロリダ州のブラッドフォード郡庁舎前に設置された十戒のモニュメントを違憲と

した 「アメリカの無神論者対ブラッドフォード郡」 訴訟では、 郡は訴えに基づき設置した団体に

モニュメントの撤去を命じたが、 団体側がこれに従わなかったため、 同時に 「無神論ベンチ」

を設置することで 2013 年に和解することとなった （Ibid.: 187-195）。 こうした単独での訴訟のほ

かに、 宗教の実践に対して州政府などが負荷をかけることを禁じる 「宗教の自由回復法」 の各

州での成立に対してアメリカ市民自由連合 （ACLU） などの軌を一にする組織とともに反対運

動を行ってきたことが語られている。 同法は 2015 年 4 月にマイク ・ ペンス州知事によりインディ

アナ州で成立したが、 性的少数者への差別につながるとして反対を受け、 修正を余儀なくされ

ている。 ［→ 『ラーク便り』 66 号 56 頁参照］

　このような訴訟に加えて行われているのが、 無神論者の地位を向上するための広報活動であ

る。 これは 「無神論者が常態となり、 われわれへの偏見がやむこと （Ibid.: 136）」 を目標とし

て行われているもので、 その方法の一つが各地に広告看板を設置することである。 今までに出

した広告看板には、 「あなたはそれが神話であることを知っている」 「あなたは神がいないことを

知っており、われわれはあなたが正しいことを知っている」 等があり、2013 年のクリスマスには 「誰

がクリスマスにキリストを必要とするのか？誰もいない！」 という映像広告をタイムズ ・ スクエアで

放送したという （Ibid.: 130-132）。 こうした挑発的な広告は 「扇動的戦略」 のもとで採用されて

おり、 これによって議論を呼び起こすことで無神論者への関心が高まるとされている。

　「アメリカの無神論者」 の第三の理念は、 「宗教を尊重しない」 ことである。 彼らは、 宗教者

が尊敬され、 宗教的発言が重要視されることは、 宗教が不当に得ている特権の一つであるとみ

なしている。 シルバーマンはこのように述べる。 「宗教者は、 あらゆる手段でもって維持される
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尊敬という台座の上に宗教を乗せることを求めている。 しかし宗教は尊敬に値するものではない

（．．．） 公共の場で宗教への不敬を示すことは、 聴衆に対する宗教の影響力を切り崩していくこと

になる （Ibid.: 83）」。 こうした観点から、 この組織は宗教への不敬を示すという形で宗教への攻

撃を行っているといえる。

　こうした攻撃は、 キリスト教やユダヤ教に対しても行われているが、 とりわけイスラム教へのそれ

は顕著である。 というのも、 イスラム教は自らの規則を周囲に押し付けて従うことを強制させ、 自

由を奪っている宗教だと理解されているからである。 その一つが預言者ムハンマドを描いてはな

らないという規定であり、 「アメリカの無神論者」 はこれに反対して 「ムハンマドを描く日」 という

イベントを開催している。 シルバーマンの主張は以下の通りである。 「私はムハンマドを描き、 ユ

ダヤ教の神の名を書く。 私は、 適切だと思ったことは他者の宗教法にかかわらず何でもする。 ポ

リティカルコレクトネスも、 宗教の古く恣意的な規則も私を止めることはできないし、 あなたも止ま

るべきではない （Ibid.: 67）」。 このような姿勢はきわめて過激であり、 マクグラスが述べる 「無神

論原理主義」 に陥っているともとれるが、 こうした扇動的姿勢が少なからず支持を得ているという

事実は、 考慮に入れるべきだろう。

3. 無神論者の実勢

　ここまでは 「アメリカの無神論者」 の理念や活動内容を見てきたが、 次に米国の無神論者の

実態を把握すべく、 『オックスフォード無神論要覧』 に収録されている統計資料を示す。 2008 年

のデータでは、 米国において無神論者を自称するのは人口の 3％である。 これに神がいるかど

うかわからないと答える消極的無神論者を加えた値は 8％となり、 人口にして約 1,900 万人であ

る （Keysar and Navarro-Rivera 2013: 556, 563）。 次に、 積極的無神論者と有神論者を各種の

属性ごとに比較した値に着目すると、 まず平均年齢は、 無神論者が約 38 歳に対し、 有神論者

は約 44 歳である。 性別は無神論者が男性 65.8％と、有神論者の 48.2％よりも男性に偏っている。

社会階級にはほとんど違いは見られないが、 高度な教育を受けた割合は、 無神論者が 59.8％と、

有神論者を 14.1％も上回っている。 また住んでいる街の規模は、 人口 50 万人以上の都市に住

んでいる割合が無神論者は 38.2％、 有神論者は 24.8％と大きく差がついている （Cragun et al.: 

604-606）。 これらのデータから、 米国の無神論者は若い世代、 男性、 高学歴、 大都市に多い

傾向があるといえる。 この傾向は、 世界規模での調査結果とも一致を見せている。 データのな

い都市の規模についてのものを除けば、 前述の国際社会調査プログラムに参加した 40 ヶ国のう

ち、 39 の国で女性よりも男性の無神論者が多く、 29 の国で大学まで修了した者がそうでない者

を上回っている。 また 15 歳から 34 歳までと 60 歳以上を比較すると、 29 の国で前者の無神論

者の方が多い （Keysar and Navarro-Rivera 2013: 565-572）。

4. ヒューマニズム組織の活動内容

　続いて、 社会運動としての反宗教思想の別の側面であるヒューマニズムについて分析を行う。

ヒューマニズムは宗教という形式をとらずに、 これまで宗教が行ってきた冠婚葬祭やコミュニティ

形成などの役割を果たそうと試みるもので、 それらの活動によって宗教を代替することを目指して

いるといえる。 ヒューマニズムという語にも長い歴史があるが、以下に示すように現代のそれは 「人

文主義」 と訳されるものとは大きく異なっている。

　ヒューマニズムが無神論と区別されるのは、 宗教を否定ないし批判することを主眼に据えている
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わけではない点である。 むしろ、 ヒューマニズムは無神論を補う関係にある。 というのも、 とりわ

けキリスト教文化圏には宗教こそが道徳の基盤であるという考えが浸透しており、 宗教を否定する

ならば道徳的に生きることはできないという批判がしばしばなされるからだ。 そこで、 無神論者が

宗教に頼らずとも道徳的な生活を行うための試みとして、ヒューマニズムが模索されているといえる。

　以下ではヒューマニズムを推進する組織の活動を、 調査から得られた資料をもとに明らかにして

いきたい。 一つ目の対象は、 米国ボストンのハーバード大学で活動するヒューマニスト ・ ハブで

ある。 この組織は、 1974 年に設立された 「ヒューマニスト牧師会」 が形を変えたもので、 現在は

ハーバード ・ ヒューマニストコミュニティが運営している。

　2016 年 3 月 13 日に開催された 「日曜講演」 のプログラムは、 組織の代表で 「ヒューマニズム

の牧師」 でもあるグレッグ ・ エプスタインによる講話と、 他の参加者の体験談によって構成されて

いた。 「ヒューマニストのシンボルとしての不死鳥」 と題されたエプスタインの講話の概要は以下

の通りである。 人生には良い時と悪い時があり、 悪い時には不安に苛まれ、 絶望することもある。

そのような時には、 不死鳥のように 「蘇る」 ことが必要であり、 その再生によって人生を良いもの

にすることができる。 このような講話の合間に、 登壇者による体験談が差し挟まれる。 いわく、 近

隣のマサチューセッツ工科大学に入学したが勉学がうまくいかず、就いた仕事にも満足できなかっ

た。 家の宗教や他の宗教に頼っても状況は改善されず、 そのような時に出会ったのがヒューマニ

ズムであり、 現在は充実した生活を送っている。 このような体験談を 4 人が語ったが、 共通して

いるのは人生の行き詰まりと、 それがヒューマニズムによって 「救済された」 というストーリーであ

る。 エプスタインはこうした体験談に不死鳥の蘇りの話を重ね合わせ、 「駄目になっている時は自

分のせいでもある」 「成功しても満足してはいけない」 などの教訓を述べた。

　こうした講演会の内容から、 ヒューマニズムがいかにコミュニティとして機能しているかが明らか

になるであろう。 登壇者の 1 人がギターを持ち出し、 「ヒューマニストの音楽」 として自作の歌を

披露する場面もあった。 また終了後には飲食を行いながらの談話の時間が設けられ、 大勢の

参加者が活発に交流していた。 こうした講話と体験談の共有、 他の参加者との語り合いによっ

て、 ヒューマニスト ・ ハブは一つのコミュニティを形成している。 「ヒューマニズムは孤独ではない」

「この組織は他人とつながりたいという根源的な欲求を満たしてくれる」 という登壇者の発言からも、

このことは明確である。

　また、このような集会のあり様は、宗教におけるそれとも類似していると思われる。 講話では 「世

俗的」 という言葉がしばしば用いられ、 既成宗教とは異なることが強調されていたが、 とりわけ米

国のキリスト教の活動手法に影響を受けているように感じられた。 ヒューマニスト ・ ハブではこの

他に、 マインドフルネスなどを取り入れた 「世俗的瞑想」 や、 「ハリー ・ ポッター」 シリーズを聖

書として読み、 人生の教訓を引き出す読書会などを定期的に行っている。

　このような集会を行っているのはヒューマニスト ・ ハブだけではない。 同様のヒューマニズム組

織である 「サンデー ・ アセンブリー」 も米国とヨーロッパを中心に現在 92 ヶ所にコミュニティを有

している。 2016 年 6 月 5 日に英国ロンドンのコンウェイ ・ ホールで開催された同組織の集会では

詩の朗読や音楽の演奏が行われ、 昼過ぎに終了した後には立食パーティーの場が設けられて

いた。 主催者によると、 参加したのは約 350 人であった。

5. ヒューマニズム組織の儀礼実践

　次に、 ヒューマニズムの組織のもう一つの活動内容である儀礼の挙行について描写してみたい。
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例として取り上げるのは英国ヒューマニスト協会による儀礼である。 同協会のパンフレットによる

と、 イングランド、 ウェールズ、 北アイルランドに計 3 百の儀礼挙行人がおり、 主に命名式、 結

婚式、 葬式の 3 種類の儀礼を執り行っている。 「英国ヒューマニスト協会は、 理性と人間性に基

づいた、 責任のある良い人生を求める無宗教の人々を援助し、 そうした人の代表となっていま

す （Leaflet1）」 と述べられているように、 これらの儀礼は特定の宗教に属していない人を対象

にしている。 それぞれの儀礼に固定された手順はなく、 ある程度は依頼人と相談して決めること

になっているが、 式次第の一例も記されている。 命名式は子供の誕生を祝う儀礼で、 「ヒューマ

ニストの命名式は宗教的ではない形で、 子供を世界に迎え入れることの喜びと驚き、 責任につ

いて考え、 認めるための機会を提供します (Leaflet2)」 と説明されている。 式では誕生までの過

程の語りや、 子育ての重要性や責任についての言葉、 両親の宣誓などが行われた後に、 子供

の命名を行う。

　次に、結婚式では 2 人の前史を語り、詩の朗読や宣誓を行い、両者の握手などの「象徴的行為」

によって婚姻を確かなものにする。 ここで注目すべきは、 結婚を行うのが 「男女」 とは指定され

ていない点である。 ヒューマニストの結婚式は異性 ・ 同性を問わずに行うことができるため、 他

で挙式を拒否された同性カップルに対する受け皿になっていると考えられる。 このような形で行

われている結婚式であるが、 2016 年現在英国ではスコットランドを除いて、 ヒューマニストによる

結婚式は法的に認められていない。 そのため式を挙げた 2 人は、 戸籍登記所に別途届け出を

行う必要がある。

　他方で葬式に関しては、 宗教的なものと同等の法的地位が与えられている。 式次第の一例は、

「非宗教的な視点からの生と死についての考察」、 故人の生涯についての語り、 詩の朗読や音

楽の演奏、 黙祷、 そして火葬ないし埋葬である。 火葬ないし埋葬の形態についてはさまざまな

種類があるため、 以下では同協会刊行の葬儀手引書 『神のいない葬儀』 を参照し、 ヒューマ

ニストの葬式の詳細を明らかにしていきたい。 同書によると、 遺体は火葬か土葬されるのが主な

選択肢だが、 火葬の方がより多く行われている。 火葬の場合、 葬儀は火葬場で執り行い、 一

連の儀礼が終わった後、 遺族は 「引き渡し」 と書かれたボタンを押す。 これによって火葬が始

められる。 主な会場となる火葬場付属の礼拝堂には十字架や聖書が置かれていることがあるた

め、 喪主の意向次第でこれを取り去ることができる。 また一般に英国の火葬では遺骨は細かく

砕くので、 遺族は遺灰を受け取ることになる。 遺灰は納骨堂などに納めるか、 散葬するかの選

択肢がある。 次に土葬の状況を描写しよう。 埋葬場所が公営墓地の場合は、 隣接する教会で

葬儀を行うことになるが、 その他墓地や親族の自宅などの建物内で行うこともできる。 教会での

葬儀においても、 必要であれば十字架やその他のシンボルは取り去ることができる。 喪主のス

ピーチや黙祷の後に棺を墓に降ろしたら、 参列者は花や土を投げ入れ、 葬儀は終了となる。 こ

の 2 種の方法に加えて、 「森の墓 woodland cemetery」 と呼ばれるいわゆる樹木葬も提案されて

いる。 これは死を自然のサイクルの一部ととらえるためにヒューマニストにふさわしい方法だとみ

なされており、 遺体を生分解性の棺に納め、 野山に埋めて、 墓石の代わりに樹を植えるという

手順で行われる。

　このようなヒューマニストの葬儀が、 一般的なものといかに異なっているかを明らかにするため

に、 英国における葬儀の現状を描写してみよう。 誰かが亡くなると、 遺族はふつう英国葬儀業

組合 （NAFD） に属する葬儀社に連絡し、依頼された葬儀社は場所や人員の手配、遺体の運搬、

埋葬に至るまでのすべてを代行する （松濤 2010: 176）。 英国ヒューマニスト協会もこの組合に
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加盟しており、 そうした葬儀社の選択肢の一つとなっている。 全般的な葬儀形態は、 かつては

土葬が主流だったが、 1874 年に英国火葬協会が設立されると教会への反発や墓地のための

土地の不足から支持を集め、 2005 年には英国の火葬率は 70％を超えるようになった （寺尾 

2008: 36-39）。 また火葬後の遺灰が墓地や納骨堂に納められることは少なく、 65％が公園墓

地などに散葬されている （松濤 2010: 177）。 これらと比較すると、 ヒューマニストの葬儀も、 遺

体の取り扱いについては一般的なものと差はないことがわかる。 異なっているのはむしろ、 死

者を送り出す際の参列者の意識である。

　以上が、 英国ヒューマニスト協会が行っている儀礼である。 このような人生儀礼を執り行って

いるのは同協会だけではなく、 スコットランドやアイルランドのヒューマニスト協会、 米国の 「ザ・

ヒューマニスト ・ ソサエティ」 も同様である。 他方で、 前述のヒューマニスト ・ ハブやサンデー ・

アセンブリー、 および 「米国ヒューマニスト協会」 は行っておらず、 すべてのヒューマニズムの

組織が儀礼を提供しているわけではない。

6. 宗教の代替物としてのヒューマニズム

　以上のように描写してきたヒューマニズム組織によるコミュニティ形成と儀礼実践の活動である

が、 これらは既成宗教の影響を受け、 活動面においてはそれらと同様の構造を有しているよう

に思われる。 事実、 宗教を模倣した世俗的組織を作り上げようとする試みも存在しており、 哲

学者アラン ・ ド ・ ボトンの 『無神論者のための宗教』 では、 たとえ無神論者でも宗教の良い面

は積極的に取り入れていくべきだとしている。ここで挙げられている宗教の長所の一つが、「コミュ

ニティの感覚」 である。 ド ・ ボトンは世俗化した近代社会において失われているのがこの他者

とつながっているという感覚だとして、 「宗教はわれわれの孤独について多くを知っているように

思われる。 たとえわれわれが宗教の語る来世や教義の超自然的な由来についてほとんど信じ

ていないとしても、 われわれをよそ者から隔てる要因についての宗教的理解や、 普段われわれ

が他者とのつながりを形成することを妨げている偏見を消し去るための宗教的試みを称賛するこ

とはできる （de Botton 2013: 30）」 と述べている。 彼はこのような試みの例としてキリスト教のミ

サやユダヤ教の贖罪儀礼および成人式を挙げており、 こうした儀礼がコミュニティの結びつきを

強めるとしている。 ド ・ ボトンは他にも宗教の長所として道徳、 教育、 芸術を挙げ、 こうした長

所を認め、 それを積極的に模倣すべきだと主張する。 彼の目標は、 宗教の良い面を学んだ世

俗的組織を作ることである。 こうした組織が実現したものが、 上記のヒューマニズム団体であるこ

とは理解できるだろう。 前述したように、 ヒューマニスト ・ ハブや英国ヒューマニスト協会は宗教

団体と同様にコミュニティを形成し、 人生の節目で儀礼を行っている。 こうした点から、 ヒューマ

ニズムとは、 非宗教的な組織によって宗教の代替を行う試みであるとみなすことができる。

おわりに

　本稿では、 無神論とヒューマニズムを掲げる組織の理念や活動内容について見てきた。 最後

に、 これらの組織が示す欧米の宗教の変化が、 日本における宗教の状況といかに関連してい

るかを示したい。

　すでに述べたように、 現在の 「無神論」 という語の定義には、 神への信仰を有さない人も含

まれており、 この定義のもとでは、 日本人の多くが 「無神論者」 であるということになる。 国学

院大学日本文化研究所と 「宗教と社会」 学会のプロジェクトが合同で、 2015 年に大学生を対
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象に行った調査では、「信仰をもっていない」 と回答した人の割合は 88.4％にも及んでいる （井

上 2015: 2）。 しかし、 この場合の 「信仰」 は特定宗教の信仰のみを指すと考えられ、 「霊魂」

や 「パワースポット」 の存在を信じている人はさらに多くなるため、 日本と欧米の状況を単純に

比較することはできない。 欧米における調査とほぼ同一の質問である 「神の存在を信じるか」

については 59.6％が肯定的な回答を与えている （Ibid.: 6）。 一方で、 積極的無神論者とみな

せる神の存在を 「否定する」 回答の割合は 10.4％で、 これは前述の国際社会調査プログラム

の結果とほぼ一致する (Keysar, and Navarro-Riverra 2013: 561)。

　また、 ヒューマニズムによる無宗教の人生儀礼は、 それに近いものが日本でも議論されてい

る。 読売新聞が 2012 年に行った調査によると、 結婚式について 「無宗教の人前式」 を行いた

いとした未婚者の割合は 25％で、 既婚者のうちで実際に行ったのは 12％であった （読売新聞

2012/4/7）。 また葬式についても、NPO 法人 「葬送の自由をすすめる会」 などが、家族葬や直葬、

自由葬と呼ばれる簡素かつ無宗教的な形態の葬儀を推し進めている。 日本消費者協会が 2014

年に行った調査によると、 「無宗教」 の形式で行われた葬儀は 4％で、 これは 5 年前の 1％か

ら大きく増加している （SOGI 2014: 23）。

　以上のことから、 反宗教的思想の拡大や、 それを掲げる組織の活動は、 欧米の宗教の現状

の変化を描き出しているだけではなく、 日本における 「無宗教」 の議論とも関わってくることが

理解できるだろう。 これらの組織についてさらなる調査を進めることは、 現代の宗教の状況につ

いて多くの示唆をもたらしうるものになると考えられる。
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